
中國出土資料學會 

平成２４年度第２回例会 
 

日時： 平成２４年１２月８日（土） 

   平成２４年度第２回例会 
   受付開始 １２：３０～ 

   研究報告 １３：００～１７：００ 

 
場所： 成城大学８号館２階８２３教室 

   （ 東京都世田谷区成城６丁目１－２０）  

会場へのアクセス：小田急線・成城学園前駅より徒歩３分 

 

報告Ⅰ 海老根 量介（東京大学大学院人文社会系研究科博士後期課程） 

発表題目：放馬灘秦簡に関する諸問題 

発表概要：甘粛省天水市の放馬灘 1 号秦墓からは、甲・乙『日書』や『志怪故事』のほか、

木板地図なども出土しており、これらの資料は中国古代研究において重要な価値

を有している。放馬灘秦簡の年代については、墓葬推定年代および『志怪故事』

に含まれる紀年から、戦国秦のものとされてきたが、『日書』に含まれる語を検

討してみると、その年代はそれより下り、おそらく秦代に書写されたものと看做

すべきであり、それに従って 1 号秦墓の墓葬年代も改めて考えなおす必要がある。

本報告では、放馬灘秦簡に見える時代性を示す語を紹介するとともに、そういっ

た語からうかがえる放馬灘秦簡の特徴について分析してみたい。 

 

報告Ⅱ 末永 高康（広島大学大学院文学研究科准教授） 

発表題目：孟子における『五行』の選択的受容をめぐって 

発表概要：楚簡『五行』の出現によって、『五行』「経」の成立が孟子を溯ることがほぼ確

定的となり、その作者が子思その人である可能性も高まっている。『荀子』非十

二子篇では「五行」について「子思唱之、孟軻和之」と言われるから、これが子

思の作であるのならば、仁義礼智聖の「五行」が『孟子』の中に明確に記されて

いて然るべきであるが、『孟子』では尽心下篇に痕跡的に見えているに過ぎない。

思孟五行説さらには思孟学派の存在を疑う理由の一端がここにあるのだが、他方、

万章下篇で孔子の聖に関して「集大成」「金声」「玉振」といった特異なターム

で語る部分や、尽心下篇で歴代の聖賢について「聞而知之」「見而知之」に分け

て語る部分など、孟子が確かに『五行』の影響を受けていることが知られる。に

もかかわらず、『孟子』には「五行」が痕跡的にしか残されていないのである。

このことは、孟子が『五行』の思想を選択的に受容していたことを示していよう。

本発表で考えてみたいのは、この選択的受容が持つ思想史的意味についてである。 

 

報告Ⅲ 谷口 満（東北学院大学文学部教授） 

発表題目：清華簡の発現と楚国歴史地理研究 

発表概要：清華簡の楚居及び繋年が公開されるや、楚国歴史地理に関する研究が次々と公表

されてきている。問題は論じつくされてしまったようにも思われるが、ただ、こ

の新資料の価値が十分に生かされていない部分も、まだまだ存在するようにも思

われる。本報告では、楚居及び繋年の資料的性格を確認したうえで、丹陽・郢都

の位置問題をはじめとする楚国歴史地理研究の懸案問題に対して、とくに楚居の

内容がどのような影響をあたえるか、いくつかの事例をとりあげて私見を提示し

たいと思う。 



☆参加費(資料代）500円 

☆非会員の来聴を歓迎します 
☆大会終了の後、懇親会を行う予定です。ふるってご参加ください。 

 

連絡先（例会委員長） 
 〒400-0035 

 山梨県甲府市飯田５‐１１‐１ 

 山梨県立大学国際政策学部 

名和研究室 

 Tel 055-224-5276（直通) 
 Fax 055-228-6819 

 E-mail：nawa＠yamanashi-ken.ac.jp 

  
 

 


